
まだまだ残暑が続きますが、幾分過ごし
やすい日が増えてきました。 夏の疲れが
出やすい時期です。ゆっくりお風呂に入っ
たり、たっぷり睡眠をとるなどして、体調
を崩さないように気をつけましょう。

熱性けいれんは、6ヶ月～５歳ころの子どもが
急な発熱に伴って、けいれんを引き起こす病気
です。通常38℃以上の発熱時で急激に体温が
変化するときに起こり、突然手足をガクガク
震わせ、体をかたくつっぱったり、顔色が悪く
なり、意識がなくなります。

突発性発疹やインフルエンザなど急に高熱を
出す疾患で起こりやすく、新型コロナウイル
スのオミクロン株でも、子どもが発熱するこ
とが多いため、新型コロナウイルスでの熱性
けいれんの発生率が増加しているといわれて
います。

① 横向きに寝かせる
けいれん中におう吐することが
あるため、顔を横向きにします。
体が硬直しているときは、体ごと
横向きに。

② 時間を見ながら、静かに見守る
けいれんが続く時間を測りながら、
静かに見守りましょう。ほとんどの
場合、５分以内に自然に止まります。

・けいれんがどこに起こっているか
・どんなけいれんか
けいれんの様子を見ておきましょう。
手足がガクガクするのは左右両方か
片方か、目はどちらを向いているか、
けいれんは何分続いたか、などが
わかると診断の参考になります。

やってはいけないこと

・口にものを入れるない
けいれんで舌をかむことはありません。
ものをかませたり、口に手を入れたり
してはいけません。

・体をゆり動かさない
・大声で呼びかけない
刺激しないように、静かに見守りましょう。

③ 子どもの様子によっては119番通報する

５分以内に治まり、
いつも通りの状態に戻る

かかりつけ医を
受診しましょう

５分以内に治まったが
意識が戻らない、まひ
が残る、けいれんを繰
り返すなどの場合
けいれんが５分以上続
く場合

119番通報する

けいれんの
原因を精査
してもらい
ましょう

8月の利用状況
延べ利用人数 10件

《病名内訳》
感冒 6件
咽頭 2件
気管支炎 1件
ヘルバンギーナ 1件


